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●公民館講座や町民大学などに関する

　お申し込み・お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）
　klg110@town.kosa.lg.jp

　
５
月
21
日
（
水
）
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
、
平
成
26
年
度

町
民
大
学
の
開
講
式
と
講
演
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
山
出
の
㈲
せ
せ

ら
ぎ
代
表
取
締
役
の
高
橋
恵
子

さ
ん
を
講
師
に
招
き
、「
認
知

症
と
そ
の
介
護
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
、
認
知
症
の
予
防
と

患
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ

て
わ
か
り
や
す
く
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
高
橋
さ
ん
は
「
年
間
１
万
人

に
お
よ
ぶ
認
知
症
の
人
の
行
方

不
明
は
、
事
故
や
死
亡
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
」
と
現
況
を
説

明
。
認
知
症
予
防
に
は
「
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、
１
日
30

分
以
上
の
運
動
、
タ
バ
コ
や
酒
、

夜
更
か
し
の
な
い
生
活
、
趣
味

な
ど
の
生
き
が
い
を
持
っ
て
脳

を
活
性
化
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た

「
認
知
症
患
者
の
こ
と
を
良
く

理
解
し
、
一
人
ひ
と
り
が
よ
り

添
っ
て
支
え
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
５
月
22
日
（
木
）
大
町
公
民

館
で
、
出
前
講
座
「
睡
眠
障
害

に
つ
い
て
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
の
町
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
・
木
村
真
澄
保
健
師
が

「
睡
眠
は
脳
と
体
を
休
め
、
機

能
を
修
復
す
る
役
割
が
あ
り
、

特
に
子
ど
も
に
と
っ
て
成
長
ホ

ル
モ
ン
の
働
き
を
良
く
す
る
た

め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
」
と
睡

眠
の
重
要
性
に
つ
い
て
説
明
。

　
快
適
な
睡
眠
の
た
め
の
注
意

点
と
し
て
、「
夕
食
は
睡
眠
４

時
間
前
ま
で
に
済
ま
せ
る
。
眠

り
の
妨
げ
に
な
る
ア
ル
コ
ー
ル

や
た
ば
こ
を
控
え
る
」
な
ど
を

参
加
者
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

開
講
式
お
よ
び
講
演
会

▼

第
１
回
町
民
大
学

睡
眠
障
害
に
つ
い
て

▼

公
民
館
出
前
講
座

▲受講生に認知症予防のポイン

トを説明する高橋さん

▲快適な睡眠のために日ごろか

ら気を付ける点を学ぶ受講生

▶公民館主催講座のご案内

こども講座

「スポンジテニスをしよう！」

●日時　６月28日（土）

　　　　午前10時

●会場　町生涯学習センター・　

　　　ホール

●対象　小学生と保護者

※初めての人、経験のある人どな

　たでも参加できます。

　ぜひこの機会にトライしてくだ

　さい。

　

●子どもがいじめを訴えたとき

　《これだけは厳禁！》

　「それで？、誰に？、いつから？、

どうして？…。早く話しなさい！」

　親として「どんなことをされたの

か詳しく聞きたい」という思いも分

かりますが、子ども自身は気持ちを

うまく整理できてないこともありま

す。そんなときに「どんなことされ

たの？、誰に？、どうして？」と、

どんどん質問されると、子どもも

困ってしまいます。

　そもそも、「どうして？」は、い

じめられた側には分からないことも

多いです。「いじめを話す」という

ことは、子ども自身も「忘れてしま

いたい…。思い出したくない」つら

い出来事を思い出して話すわけです

から、本当に辛いことなのです。

　急がず、せかさず、丁寧に、ゆっ

くり聞いてあげてください。「何日

かかってもいいのよ」くらいの気持

ちで、子どもの言葉を待ちましょう。

　「今まで気が付かなくてごめんな

さい」と謝る親もいますが、あれっ

て「大好きなママ（パパ）に心配か

けてしまった自分はいけない子なん

だ」と、思ってしまう優しい子もい

るので注意してください。

　でも反対に、「こんなに私は辛い

思いをしてるのに、どうしてママ

（パパ）は気付いてくれないの？」

という子もいます。ここで子どもが

求めるのと逆の対応をすると、子ど

もが「自分の気持ちをはぐらかされ

た」と思ってしまうので、厄介です。

細心の注意を払いましょう

　　　　　　引用：学校たんけん隊

　　　　　
●人権に関するお問い合わせ先

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）
　klg110@town.kosa.lg.jp


